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Ⅰ．事業概要

Ⅱ．進捗報告の概要

Ⅲ.活動実績 

Ⅳ. 事業実施後（1年以降）に⽬標とする状態への所感（中間時点）

⾃由記述

ウィズコロナにおける地域福祉に寄与するため、本事業１年で、下地作りを実施する。⼜、アフターコロナにむけた新しい地域の⽀え愛体制を構
築準備していく。特にITリテラシーに⼤きな課題がある⾼齢者にITを上⼿に活⽤していただくための⽅法を検討・調査・実証実験をしていく。
（相対とのハイブリッドや、ガイドラインを順守した接触活動等を加味）施設内や、⾼齢者宅のIT環境整備を実施することで、①と③を解決し、
会員間、職員がオンラインでいつでも会議や研修が実施できる状態にし、新型コロナウィルスの状況がどう変化しても、対応できる体制となって
いる。また、②についても、実証実験の結果を踏まえて、⻑期的に施設と地域のオンライン化を図っていく

→①③は計画通り進捗しており、職員からの熱望も強く、浸透する可能性を強く感じる。②についてもいくつかの候補施設とともに⾼齢者への導
⼊検討を進めている

活動 進捗状況 概要

研修体制を全施設にひく
地域⽀援のモデル実験
情報交換の環境整備

ほぼ計画通り
地域⽀援のモデル実験のみ前述の記載の通りまだ成果となっていないが他は予定通
りである

①については、予定通り浸透している。⼀部導⼊拒否をする会員もいるので、全会員への導⼊は難
しいが、全会員への案内と勧誘は、可能な会限り実施する

②については、利⽤者選定中につき、後半で成果をだす動きをする。

①会員全てのオンライン環境整備状況を調査
し、全拠点に平等に、インターネット＋Wi-
Fi＋タブレット＋研修ツールが導⼊された状
態

②会員のいずれかの施設にて、そのご利⽤者
へのタブレット＋アプリを無料配布し、⽣活
⽀援サービスの提供を検証した状態

事業概要

当会は、従来より誰もが地域でいつまでも「⾃分らしく暮らし続ける」ことを⽀援し、地域福祉に寄与することを実施しております。本事業を通
じて、ウィズ・コロナにおける地域で孤⽴化する可能性が⾼い⽅々を、ITと相対のハイブリッドで⽀え、更にはアフターコロナにむけた新しい地
域の⽀え愛体制の下地作りを⾏う。具体的には、①新しい⽣活様式への対応するために、職員の資質アップを図り、ウィズコロナにおける地域福
祉への継続研修体制を佐賀県全域にひく。②ITと相対のハイブリッド型の新しい地域⽀援モデルの検討、調査、実証実験を⾏いアフターコロナに
備える。③これらのナレッジを、リアルタイムに共有し、会員間の情報交換・発信を強固にするための環境整備を実施する。

総括

半年で、①の職員の資質アップのための、コロナ禍でのオンライン研修が開始された。現在順次導⼊が進み、７０％程度の会員が利⽤開始をす
る。持続した体制にすべき、利⽤者の声をひろいながら、研修会社とともに、浸透させていく。②については、候補先があったものの、感染拡⼤
がおさまらない状況で、県⺠への説明などが予定通り進んでいない。再度の対象者リストアップをしながら、予定通り進捗をさせる。③について
は、①を浸透させる過程で、ナレッジ共有の整備も同時に進めていく

進捗状況
アウトプット（今回の事業実施で達成される

状態 ）

事業対象者: 連絡会会員（介護施設）／会員施設のご利⽤者 

進捗報告書 （実⾏団体）

事業名: 職員及びご利⽤者のためのオンライン化事業
資⾦分配団体: 公益財団法⼈佐賀未来創造基⾦
実⾏団体名: 佐賀県地域共⽣ステーション連絡会
実施時期: 2020年10⽉〜2021年9⽉
事業対象地域: 佐賀県



Ⅴ．インプット

Ⅵ. 事業上の課題

Ⅶ. その他

有無

無

有

無

Ⅸ. ガバナンス・コンプライアンス実績

2.  内部通報制度は整備されていますか。 はい

1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通り
に開催されていますか。

はい

Ⅷ. 広報実績 

広報内容 内容

メディア掲載（TV・ラジ
オ・新聞・雑誌・WEB
等）

広報制作物等
https://sachikyouren.com/2021/03/19/%e4%bc%91%e7%9c%a0%e9%a0%90%e9%87%91%e7%ad%89%e6%b4%b

b%e7%94%a8%e4%ba%8b%e6%a5%ad%e3%81%ab%e3%81%8a%e3%81%84%e3%81%a6%e3%80%81%e6%96%bd%e8%a8%

ad%e8%81%b7%e5%93%a1%e5%90%91%e3%81%91%e3%81%ae%e3%82%aa/

報告書等

ガバナンス・コンプライアンス体制 状況 内容

⾃由記述

合計 \7,120,000 \3,890,000 \11,010,000 \5,048,562 46%

補⾜説明 管理的経費の内、消耗品費が、予算より利⽤するものがない状況。今後他の科⽬への振替
も検討しながら事業遂⾏をする

事業実施上顕在化したリスク/阻害要因とその対応

無料配布でも断る施設がおり、会⾃⾝への信頼度・関係性が低い団体がいることを再確認した。会から退会も場合により視野にいれながら対応を
する。説明不⾜の点は、繰り返しの説明を実施する。コロナがおさまらない状況をうけて、⾼齢者への導⼊が想定通りいっていないため、再度施
設と協議しながら進めていく

46%
管理的経費 \240,000 \240,000 \480,000 \188,562 39%

\4,860,000
事業費

直接事業費 \6,880,000 \3,650,000 \10,530,000
執⾏率2020年度 2021年度 合計 執⾏⾦額


